
六つの華だより 
糸魚川市立磯部小学校 
平成 25 年４月 25 日(木)№2 
E-mail isobesho@itoigawa.ne.jp 

URL    http://www.itoigawa.ed.jp/isobesho/  

 

 “ポン・パッ”で行こう！！   校長  高橋 雅史 

 

 まだ、私が中学生くらいのころ、新発売のカラーテレビの 

コマーシャルに「“ポン・パッ”で行こう!!」というものが 

ありました。随分昔の事なので、どんなテレビだったかなど、 

私自身の記憶も不確かですが、たしか“ポン”とスイッチを 

押すと、“パッ”とすぐに画面が映し出されるような最先端 

のテレビのコマーシャルでした。その時代にはリモコンなど 

ありませんでしたし、“ポン・パッ”以前のテレビは、スイッチを入れてから画面

が映し出されるまで随分待たされた記憶があります。 

 

 私は学級担任をしていたころ、この“ポン・パッ”というフレーズが気に入って、

学級のスローガンを「“ポン・パッ”で行こう！！」にしたことがありました。「ど

んな難しいことであっても前向き・積極的に取り組もう、決めたことは全員で力を

合わせてすぐに実行しよう」という願いをこめたスローガンでした。“準備・後片

付けは、ダラダラせずにすぐに開始”、“清掃や当番活動、委員会活動は時間と同

時に活動”、“チャイムと同時に学習の最初と最後の挨拶”など“ポン・パッ”の

スローガンはかなり効果的だったと記憶しています。 

 

 子どもたちの学習や活動の様子を見ていると、教師の声がけに、“ポン・パッ”

ですぐに反応する子となかなか動き出さない子がいます。動き出さない子の心の中

には、「今、やろうと思っていたのに」や「この本がちょうど面白いところなんだ

から」というようなつぶやきがあるのかもしれません。 

  

 “ポン・パッ”ができる子とそうでない子、一番違うところ 

は、返事ができるかどうかです。おおむね「ハイッ」という返 

事のできる時は、すぐに実行できる場合が多いようです。トー 

ンの低い「ハ～イ」の返事や返事無しの場合は、すぐには動き 

出しません。また、「あとで、やる」の返事では、まずあとになってもやることは

少ないようです。 

たとえ、小さなことでもないがしろにせずに、しっかりとした返事をし、すぐに

反応してテキパキと活動できる磯部の子どもたちになってほしいと思います。ご家

庭や地域でも、“ポン・パッ”で動ける磯部っ子をたくさん育てるために、様々な

面でご指導、ご支援をお願いいたします。 

自分の言葉で伝えよう みんな笑顔になろう 元気な体をつくろう 
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 学校では一年のスタートにあたり、学年の子どもたちの 

個性や得意なこと・苦手なことなどを踏まえて学級目標を 

決め、それを目指して教師と子どもたちが様々な学習や活 

動に取り組んでいきます。 

 学級目標は、子どもたちと教師が一緒に充実した取組を 

進めるための大切な大切な指標です。下に各学年の学級目 

標を紹介しますので、それぞれの一年間を見守っていただくとともに応援していた

だければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 学級目標 担任の願い(一部抜粋) 

一
年
生 

やさしさいっぱい 

みんな なかよし １年生 

○家庭との連携を大切にしながら、子ども
たちの生活力や学力をじっくりと伸ばし
ていきたい。また、学年だよりや連絡帳で
学校の様子を伝えていきたい。 

二
年
生 

やさしい声がけ  
元気なあいさつ 

すすんでちょうせん ２年生 

○相手の思いをしっかり受け止めて、共に
励まし合いながら向上していくような学
級を目指したい。学習では、最後まで丁寧
に取り組ませるようにしていきたい。 

三
年
生 

みんなちがって 

みんな いい 

○学習の中で自分の考えを深められる子
ども、互いのよさを認め会える子ども、心
と体が元気な子どもを、家庭との連携を密
にしながら育てていきたい。 

四
・
五
年
生 

仲良く 協力し 
チャレンジしよう！！ 

毎日 太陽のような 
      笑顔でいよう！！ 

○複式編成のメリットを生かし、互いの学
年が協力し合い、団結して行動できるよう
にしていきたい。相手を大切にしながら、
助け合える環境作りをして行く。 

六
年
生 

Challenge(チャレンジ) 
○何事にも本気 ○あきらめない  
○毎日笑顔   ○本音をぶつけ合う 
○みんなに優しく 
 

○様々な活動や学習を通して、さわやかな
挨拶のできる学級、困難に向かって仲間で
協力しチャレンジできる学級づくりをし、
他の学年の手本になる最高学年にしたい。 

           ～新校舎見学について～ 
 

新校舎が完成し、現在は外構工事も進み、５月中には中庭やミニグラウンド、駐

車場なども完成する予定です。また、夏休みには体育館の外装の塗装・修繕が行わ

れ、全ての工事が終了する予定です。 

そんな中で、「磯部小の新校舎に入ってみたい」という地域の皆様の声も聞こえ

てまいります。地域の皆様の願いを大切にして建てられた新校舎ですから、当然の

ことと思います。しかし、「子どもはもう卒業して大きくなったから……。」と遠慮

されている皆様もおられるようです。 

そこで、学校が夏休みに入った土曜日か日曜日を使って校舎内を見学できる機会

を設けたいと考えています。期日や時間等は後日お知らせいたしますので、子ども

や孫がいる・いないに関わらず、たくさんの皆様からご来校いただければ幸いです。 
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１(水)全校遠足(徳合方面) 

２(木)全校遠足予備日 

 ３(金)憲法記念日 

 ４(土)みどりの日 

 ５(日)こどもの日 

 ６(月)振り替え休日 

 ８(水)全校朝会 

 ９(木)子ども貯金日、委員会活動 

１０(金)１年生・４年生心臓検診、クラブ活動 

１１(土)グラウンド辻草刈り 

１２(日)辻草刈り予備日 

１４(火)１年生知能検査、眼科検診 

１５(水)音楽朝会 

２２(水)児童朝会(応援合戦)、尿検査(第１次) 

２３(木)委員会活動 

２４(金)運動会前日準備 

２５(土)平成２５年度大運動会 

２６(日)運動会予備日 

２７(月)振り替え休業日 

２９(水)発表朝会 

３０(木)プール清掃 

３１(金)クリーン活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    
                
  

   

磯部小学校の素晴らしい校舎が完成し、引っ越してか 

ら３か月あまりがたちました。子どもたちは気持ちのよ 

い新校舎で毎日一生懸命に学習や様々な活動に取り組ん 

でいます。 

これから大切なのは、この素晴らしい教育環境を子どもたちが当たり前のこと

と思わず、自分たちのために恵まれた環境を用意してくださった多くの人たちに、

感謝する気持ちを忘れないことだと思います。 

新校舎に造られた磯部地区や磯部中学校の歴史を伝える「ふるさといそべ館」

には、旧校舎で４０年以上使われていた階段の手すりが保存されています。この

手すりに触れながら磯部小学校に通い、学んできた先輩たち、新校舎建築のため

に取り組んでくださった地域の皆様、糸魚川市の行政・教育行政の関係の皆様に

感謝する気持ちを忘れないことをしっかり伝えていきたいと思います。 

感謝の気持ちを 

忘れずに 

－３－ 

〔ふるさといそべ館〕 

運動会前の草刈りになりま

す。お忙しいこととは思いま

すが、多数の保護者の皆様の

ご協力をお願いいたします。 

晴雨にかかわらず、給食はあ

りません。１日・２日ともお

弁当の用意をお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  月 の 磯 部 小 学 校 

 

三
年
生
以
上
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
し
て
、
児
童
総

会
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
積
極
的
に
意
見
を
言
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 第１回目の全校ＳＳＴ(ソーシャル・スキル・トレーニング)を行いました。ＳＳＴは、
よりよい人との接し方などのマナーや技能を身につけさせる目的で行います。全校で行
い、異なる年齢で学ぶところに磯部小学校の大きな特徴とメリットがあります。  
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三
年
生
の
子
ど
も
た
ち

の
希
望
者
が
、
徳
合
の
枝
垂

れ
桜
を
見
る
ハ
イ
キ
ン
グ

に
参
加
し
ま
し
た
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一
年
生
は
初
め
て
の
給

食
で
す
。
楽
し
く
お
い
し
く

食
べ
ま
し
た
。 

 
 あいさつとともに、子どもたちには大人との正しい話し方

を是非身につけてほしいと思います。 

「うん」ではなく「はい」という返事をする、「○○」と

言い切りで終わるのではなく、語尾に「～です。」・「～です

か？」をつけて話すなど、マナーとしてとても大切です。 

【身につけさせたいこと】 

○友達、先生、地域の人へのあいさつの仕方 

○時と場に応じた応答の仕方 

４月・５月の生活目標 
 笑顔で元気よくあいさつをしよう 


